
①助成目的

賑わい創出や回遊性の向上等につながる取組みを助成することで、商店街

エリアの魅力や求心力を向上させること

②助成対象事業

テーマに沿って商店街または商店街を含む周辺地域の課題解決につながる

取り組みにチャレンジする事業

※テーマについては別紙をご確認ください。

③助成金額

助成対象経費合計額の 2/3以内（千円未満切り捨て）で上限 100 万円

審査資料提出期間

令和８年５月１１日（月）～令和８年６月１９日（金）

※申請書の提出期間となります。任意のプレゼン資料を使用する場合も

この期間にご提出ください。

※申請の意思がある場合には、5月29日（金）までに担当へ、お電話や

メール等でお伝えください。締切りまでにお伝えいただけない場合、

審査対象とならない場合がありますのでご注意ください。

審査会

開催：令和８年７月３日（金）予定

会場：仙台市経済局内

仙台市青葉区国分町3-6-1 仙台パークビル ９階

※開催日時・会場は、調整のうえ別途申込者へご連絡致します。

 課題解決枠の概要１

 スケジュール２

令和８年度頑張る商店街応援事業
課題解決枠募集要領

裏面もご覧ください



仙台市経済局産業政策部 商業・人材支援課
担当：商業振興係 本郷
℡：022-214-1004

・申請書類、対象経費等の詳細は、「令和８年度仙台市商店街支援施策につい
て」をご覧ください。
（申請書類については３ページ、対象経費については４ページ参照）

 その他5

審査項目

助成団体は、下記の項目に従って審査の上決定いたします。

ア：課題・テーマの設定

・課題が明確・具体的かつ適切に設定されているか

・事業内容が当該課題解決に資するものとなっているか

・事業内容がテーマに沿った取り組みであるかどうか

イ：実現可能性

・商店街の組合員や会員に、事業を盛り上げ、課題解決しようとする意欲

や熱意が見られるか

・実施体制や収支計画を含む事業計画は具体的かつ実現可能なものか

・他の商店街への横展開が可能かどうか、協力する意思があるか

ウ：事業効果と検証方法

・事業効果を適切に集計・分析できる検証方法となっているか

・事業内容が一回限りではなく継続的に事業実施可能かどうか

 審査項目4

・選考審査申込書の内容をもとに、事業の説明を行っていただきます。
（１団体あたり10分）

・説明終了後、審査員から事業について質問させていただきます。

 審査会の流れ３



方向性１）新たな顧客の獲得

【テーマ③】外部人材や他団体との連携・協働
（事業例）
• 学生と協働した商店街イベントの運営・実施
• 専門家による商店街運営改善伴走プロジェクト

【テーマ④】デジタル技術の活用
（事業例）
• AIカメラ等を活用した通行量調査・分析
• 商店街一括のECサイトやキャッシュレス対応環境の構築
• 商店街組織内連絡手段のデジタル化

【テーマ①】インバウンド対応・ダイバーシティ共生
（事業例）
• 商店街店舗の従業員向けインバウンド対応講習の実施
• 外国人観光客向け「商店街まち歩きツアー」
• 多言語案内サインや複数店舗合同の多言語メニュー表示作成

【テーマ②】ナイトコンテンツ創出
（事業例）
• 公共的空間を活用したナイトタイムマルシェの試行
• 路地裏横丁の「はしご酒」スタンプラリー
• 街頭ピアノやプロジェクションマッピングによる夜間景観演出

方向性２）商店街活動の多様化

【テーマ⑤】歴史・文化の継承
（事業例）
• 地域の伝統的なおまつりと連動した通年型展示・体験
• まちゼミ・まちバル実施
• ナショナルチェーン店との協働による地元銘品PR

【テーマ⑥】日常的な関わりの仕組化
（事業例）
• 曜日・時間等で固定したイベントの運営・実施
• 商店街における趣味や雑談の場の提供

方向性３）地域の愛着醸成

（別紙）テーマについて

・以下の6つのテーマから、該当するテーマを選んで応募をお願いいたします。
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